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D  3 寝床気 候の快適性に関する 研究　 （ 第１報）

奈良女 大家政　 ○岡　 田　 モリエ　　 磯　 田　 憲　 生

住　居　189

梁　 瀬　 度　 子

目 的　 冬季睡眠中、 寝床内を快適に保つ ため、寝床暖房 具、床 暖房等が使用さ れている

。寝床内 の温熱状態は快適な眠りを 得るため の重 要な 睡眠環境要因とな るが、 これ らの温

熱指標は未 だ明確に示されていない。 本研究では、こ れら の指標を 求めるた め、 寝床気候

が問 題とな る冬季を想定し、気 温15 ℃、 湿度｡50％の環境下で、寝床面温 度を5 段階に コン

ト ロ ールし た実 験を 行ない、寝床気 候か睡眠に及ぼす 影響を 検討した。本報 では主に生理

機能 の経時 変動について報 告する。

実 験方 法　 実験期間 は1982 年9-12 月、被験者･は健康な女子２名、 実験は環境調 節室で行

な った。 寝床面 の温度 コント ロ ―ルはパ ネルに 恒温水を循環させ る方式を とり、 パネル上

面温を26 、29 、32 、35 、38'c の５段階 とし た。以後設定 温度を床 面 温と｡称 する。寝 具の敷

用は熱伝導率 の高い スチ ールウ ールを パネル上に敷き､･ 掛用 は毛布2 枚を重 ねた。測定 項

目 は皮膚温、熱流量、心 拍数、 寝床内 温湿度等であり、入床・ 起床 における生 理・心一理的

反応とあ わせて 検討し た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こ

結果　 床面温26 ・ 29-cの場合、反膚 温の下 降ないし低レ ベル化 か、 また、放熱 面積を 小

さくする横臥姿勢 や体を 縮める姿勢 の増加か認められる。。逆 に床 面温38-c の場合 は、仰臥

姿 勢や体動 の増加 か顕著 であり 、心拍数 も増加 の傾向を示す。平均 熱流量（（胸 十青）／

２） は床 面温か高いほど 低tr-値を とり38-C で は吸熱 現象もみら れる。 快適な床面温 と考え

ら れる32 、35'c の場合に は安定し た睡眠鎚過を 得られており 、こ の時 の平 均熱流量が、約

20kcal ／ m゙ ･hrであ ることがわかっ た。

D  4 丹後型民家の温度調節機能について

京都府大生活科学　○三村泰一郎　東　 修三

目的　わが国の農村地帯では古来その地方の気候風土に適した建築様式の民家が･発達し

てきたが、近年そのことをあまり考慮し ない画一的な住居が建設される傾向にあり、 その

地方特有の民家の気候調節機能が失われていくおそれがあ る一方、 新しい 様式の住居にお

いてはむしろその向上も考えられる。 そこで旧来の草葺屋根農家 と最近の瓦葺屋根農家を
主対象に夏と冬の室内温度環境の観測を行い、 これらの温度調節機能を｡比較解明する。

方法　丹後半島中央部にある京都府竹野郡弥栄町におい て、丹後型と呼ばれる草葺農家

２戸と瓦葺農家１戸及び最近の２階建瓦葺住居２戸について居住部分のほぼ中央位置で比

較的居住者の出入りの少ない室の隅並びに戸外にそれぞれ自記温度計を設置し、夏季と冬

季について室温と外気温の記録を行った。　又、 夏季における日中の室温の成立機構を理解

する為、天井面又は屋根裏、 周囲･の壁面等の温度を放射温度計により測定した。
結果　夏季に幇いては草葺農家の室温は日中外気温より2 ～4 °C低く、 同じ間取りの瓦

葺農家は１～2 °C程度で、 又、 室温上昇率も前者の方が小さく、 草葺農家の方が涼しく温

度調節機能も優れているこ とがわかった。　このことは主として日射に対する屋根のmm 効
果の違いによると思 われることが屋根裏温度の観測結果から判明した。ー　最近の２階建瓦葺

屋根住居の１階室については外気温との温度差が草葺農家と比べてやや大きく室内温度環

境の向上がみられる。冬季においては草葺農家の方が瓦葺農家や２階建瓦葺住居より室内
の温度環境が劣 っており、 室温上昇率も大きく温度調節機能もやや劣ることが判明した。

これは構造体の気密性が劣 ることと草葺屋根の日射に対する遮熱性が原因と考えられる。


